
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時体制移行訓練を実施 

3 月８日（日）、小雨が降る中、関係団体等のご協力をいただいて、災害ボランティア 
センター災害時体制移行訓練を行いました。 
今回の訓練は、市と協議の結果、災害時体制下の災害ボランティアセンターを 

設置する場所となった交通公園・若潮公園を訓練場所として行い、災害時に 
実際使用する場所を初めてセンターとして使用した訓練となりました。 
訓練は前日までに設営を行い、災害時体制の運営を主軸として訓練を行いました。 
また、災害ボランティアセンター専用ホームページ（http://urayasusvc.jp） 

に組み込んだ災害ボランティア WEB マッチングシステム（WEB 上でボランティア 
依頼と参加ボランティアを組み合わせ、センターに来所せずに現地に直接参集 
するシステム）の試験運用、facebook やブログ、LINE を使用した情報発信、市災害 
対策本部とのビデオ中継によるボランティア派遣要請などの訓練内容となりました。 
この訓練での成果や課題を、今後のセンター運営に生かしていきます。 
ご協力いただいた団体・個人等は、浦安市災害ボランティアネットワークをはじめ、 

民生児童委員協議会、社会福祉協議会支部、市内中学校（うらやすふるさと立志塾含む） 
・高校・大学、浦安青年会議所、美浜・入船近隣自治会、災害ボランティアコーディ 
ネーター養成講座修了者（有志）、県社協、近隣市社協の職員の皆さんです。 
ご協力ありがとうございました。 

 
 

さいぼら通信 
平成 27 年 3月 16日発行 

浦安市社会福祉協議会 
浦安市災害ボランティアセンター 
〒279-0042 浦安市東野 1-7-1  
☎047-355-5520 fax 050-3153-2421   
E-mail info@urayasusvc.jp 

入船東エステート棟集会で防災カードゲームを実施 

入船東エステート６号棟の棟集会で災害時の対応について学べる防災カードゲーム「クロスロードゲーム」を１
月１７日（土）に行いました。 
 このゲームは阪神淡路大震災時に神戸市職員のみなさんが実際体験したジレンマがカードに書かれていて、その
場でどうするかの判断力を養っていくゲームです。 
 参加されたみなさんに悩みながらも判断して問題を解決していく話し合いをしていただきました。 
 当センターでは講師派遣も行っておりますので、みなさんの地域でお呼びいただければと思います！！ 

NEWS & TOPICS  ～毎号、災害ボランティアに関するニュースや出来事をお知らせします

～ 

浦安市災害ボランティアセンター専用ホームページリリース 

災害ボランティアセンターの専用ホームページを 12 月 18 日（木）にリリースしました。 

本ホームページには災害ボランティア事業に関する情報はもちろんのこと、 

他市災害ボランティアセンターの設置状況、災害ボランティアの WEB 登録、 

広報誌の閲覧、Facebook など SNS の閲覧などの情報を見ることができます。 

また、インターネット閲覧におけるバリア（言語や文字表記など）を取り除く 

ための取組も併せて行い、情報を誰でも取りやすいようなホームページとなって 

います。 

情報については随時発信していく予定ですのでぜひ、一度ご覧になってください。 

 

災害ボランティアセンター専用ホームページアドレスは↓ 

http://urayasusvc.jp 

オリエンテーションビデオ

投影の様子 

ボランティア受付の様子 

ホームページトップ画面 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カラー版は浦安市災害ボランティアセンターホームページで閲覧できます。 

 

災害ボランティアコーディネーターが新たに１０名誕生 

平成２５年度と今年度の災害ボランティア入門講座修了者を対象とした、災害ボランティアコーディネータ
ー養成講座を１月２５日（日）に開催しました。 
災害ボランティアコーディネーターは災害時に来所するボランティアとボランティア要請依頼をコーディ
ネーションすることを主な役割として、センターにとっては核となるボランティアとなります。 
本講座では、午前は浦安市危機管理監及び防災課より災害対策及び地域防災計画について、浦安市社会福祉
課より災害時要援護者対策について、災害ボランティアセンターよりセンター運営にかかる各セクションの
役割についての座学講義を行いました。午後は模擬の災害ボランティアセンターを作り、 
実際の運営について体験して学んでいただきました。 

 また、参加者のみなさんの多くが、災害ボランティアネットワーク（災害ボランティ 
アコーディネーターから組織される市民団体、事務局は災害ボランティアセンター）に 
加入していただき、３月８日（日）に行われた災害時体制移行訓練にも協力しました。 

 
今後の活躍に期待しています！！ 

宮城県石巻市と福島県南相馬市へ復興支援バスを運行しました 

11 月 29 日（土）から 30 日（日）にかけて、東日本大震災で甚大な被害を受けた宮城県石巻市と福島県

相馬市、南相馬市を訪問しました。復興支援バス事業は、昨年の福島県いわき市の訪問に次いで、今年で二

度目となり、昨年よりも時間がかかる行程でありながら、40 名の皆様の参加をいただきました。 

１日目は市総合福祉センターを出発し約７時間をかけて石巻市社会福祉協議会を訪問し、震災当時の市内

の状況や被災地の現状、災害ボランティアセンターの運営実態とボランティア活動の状況などについて説明

を受けました。また、車窓から被災地の状況を視察しました。 

 ２日目は南相馬市から相馬市に一時移転している福島県福祉事業協会の福祉施設「原町学園」を訪問し、

施設のみなさんと一緒に、花の苗植え等のボランティア活動を行い、とても喜んでいただくことができまし

た。なお、使用した花（パンジー、ガーデンシクラメン）や苗木（ソメイヨシノ）、園芸用土、プランター等

は浦安市緑化事業協同組合様から施設に寄付していただいたものです。ご協力ありがとうございました。 

この施設での活動を終え、最も福島県内で人的被害の大きかった南相馬市へと向かい、車内で地元ボラン

ティアガイドの説明を受けながら被災地の現状を視察して回った後、浦安への帰路につきました。 

最後に申込みいただいたにもかかわらず満席のために参加していただくことができなかった皆様、キャン

セル待ちをしていただいた皆様には、心からのお詫びと事業へのご理解に対する御礼を申し上げます。 

 

石巻市社会福祉協議会の前 石巻市内の小学校（沿岸部） 原町学園利用者の皆さんと 津波被害は甚大（相馬市） 

参加者が実際説明して 

コーディネート 

南１支部研修会にいわき市社会福祉協議会職員が講演 

社会福祉協議会南１支部（地区エリア：東野１・２丁目、富岡、今川、高洲）研修会（後援：災害ボランティア
センター）が３月２日（月）に行われ、いわき市社会福祉協議会 地域福祉課長 草野淳 氏が講師として「東日本
大震災時及び現在の地区社協活動について」をテーマにお話しいただきました。本研修会は南１支部以外にも他支
部からの申込みもあり、約 100 名の参加がありました。 
 災害時では地域のつながりが災害を乗り越えるためには必要で、そのためには平時にどれだけの準備ができて
いるのかがカギとなります。 
 災害ボランティアセンターとして日ごろから地域とのつながりを大切にして、互いに手を取り合いながら事業
を推進していきたいと再確認できた研修でした。 


